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　2016 年 7 月26日未明，神奈川県相模原市にある障害者支援施設「津久井やまゆり園」にて，
元施設職員による殺傷事件が起きた。この事件は，障害者福祉に関わる全ての人に大きな悲しみ



















































































24 種類の顔マークシ トーの中から，あらかじめ事務局で6種類を選択し，拡大コピ しーた用紙を
参加者に配布した（図 1）。
〈図 1 顔マークシート〉
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3．ワ クーショップで話し合われた内容
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5．当事者団体「にじいろでGO！」の立ち上げ
　2016 年 11月13日に参加したメンバーが中心となり，約 2ヶ月に1回のペースでワ クーショップを
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